




学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
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（学位論文のタイトル） 
 Rational evaluation of the therapeutic effect and dosimetry of auger electrons 
for radionuclide therapy in a cell culture model 

























6-wellプレートに、様々な濃度（0.10, 0.30, 1.0, 3.0, 10, 30 MBq/ml）の125I-MIBGもしくは1
31I-MIBGを添加し、37°Cで3日間培養し、MIBGを加えていないコントロール群に対する細胞生
存率を求めた。 










2.58×103 % dose/mg proteinと、三次元モデルにおいて高値を示した。125I-MIBGは三次元モ
デルに比べ二次元モデルにおいて高い治療効果を示し（p<0.05）、二次元および三次元モデルに


































                                                                                
